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（文献6より引用
15279人であった（表2）。J－CAPRA　riskと治療
法との関連では，リスクが上昇するのに伴い，
CABが選択される割合が上昇した。
　　個人のPSA値経過については，個人識別番号
と採血日およびPSA値が約23万件のデータとな
っており，現在，個人別に整理中である。
皿
考察と結論
　　すでにJ－CaPデータベースを用いた検討で，　J－
CAPRAリスク別にCABとno　CAB療法による
生存率の差が示されている6）（図1）。PSA　nadir
値とnadir値に至るまでの期間を症例ごとに分類
することで，さらに細分化した予後予測ができる
ことを期待し，検討を継続する予定である。
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